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保全業務特記仕様書 
 

１章.総則  

 

Ⅰ．業務概要 

 

   1. 業務名称 名古屋大学(東山)給水施設１号ろ過装置ろ材交換業務                    

 

 

   2. 業務場所 名古屋市千種区不老町 名古屋大学東山団地構内               

 

 

   3. 業務期間  令和6年 5月 27日(月)から令和6年 9月 27日(金)まで 

 

 

  4. 業務仕様 

    この保全業務（以下「業務」という。）の受注者は，東海国立大学機構発注工事請負等契

約取扱要項別記第４号の東海国立大学機構役務請負契約基準に準じ，この保全業務特記仕様

書，建築保全業務共通仕様書（令和5年版）（以下「共通仕様書」という。），文教施設保全

業務標準仕様書（令和5年版）（以下「標準仕様書」という。）等適用を受ける関連法令に基

づき次の業務を履行する。 
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5. 対象業務 

 

業 務 内 容 対象設備等 設 備 等 概 要 

 

 

ろ材等交換 1号ろ過装置 

・ろ材，集水ストレーナー及び 

消耗品等の交換 

・既設ろ材等の処分 

・ろ過装置内洗浄 

井水配管洗浄， 

各ろ過ポンプ分解整備 

井水配管 

(原水槽から各

ろ過装置まで)

，各ろ過ポンプ 

・井水配管(原水槽から各ろ過装置まで)

の内部洗浄 

・各ろ過ポンプ分解洗浄 

 

逆洗制御調整 逆洗制御盤 

・運転制御の動作確認 

・遠隔監視データの確認/検証に基づく

タイマー設定等調整 

試運転調整 

ろ過装置，残留

塩素計，逆洗制

御盤，自動弁，

薬注ポンプ等 

・ろ過/逆洗等各工程の流量調整 

・残留塩素計の調整等 

・自動運転，タイマー設定確認 

・自動弁動作確認 

・薬注ポンプ調整 

・水質確認(残留塩素，鉄，マンガン，

アルミ，濁度，色度) 
 
 
 
 
 
 
※対象設備の詳細は別紙-１及び別紙-２による 
 

◇本業務に関係する設備等に緊急事態が発生した時には緊急体制を確立して全面的に協力する 
  こと。  
 

 

   6. 特記仕様書の適用方法 

       (1) 表中の各欄に数字，文字，記号等を記入する事項については，記入した事項のみ適用 

     する。 

       (2)         又は×印で抹消した事項は全て適用しない。 

       (3) 特記された材料，製品名等は，特記されたもの又は同等以上のものを使用することと 

     し，同等以上のものを使用する場合は，施設管理担当者の承諾を受ける。 
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Ⅱ．一般共通事項 

  

   1. 請負代金の支払い 

       受注者は，発注者の指定した者が行う検査に合格したときは，請負代金の支払いを請求で

きる。 

 

 

   2. 受注者の負担の範囲 

      (1) 業務に使用する電気及び用水は，発注者の負担とするが，停電時の作業等により，供給 

    できない時は，施設管理担当者と協議のうえ受注者が準備し負担する。         

    (2) 事務用品及び業務に必要な工具，計測機器等の機材は，原則として設備機器付帯工具を 

       除き受注者の負担とする。ただし，本学の工具類は受注者の責任に於いて点検し無償で使 

       用できる。                                    

                                                     

 

   3. 貸与資料 

     別紙給水施設等図面                                

                                                     

  

   4. 業務責任者 

   (1) 受注者，発注者間の連絡調整及び業務従事者の指揮監督のために業務責任者を定め発注 

    者へ届け出ること。                                        

   (2) 業務責任者は，原則として業務に立ち会うこと。                           

   (3) 受注者は，業務責任者を変更しようとするときは，事前に発注者に届け出て承諾を得る 

    ものとする。                                                            

   (4) 業務責任者は，給水施設またはろ過設備の点検及び保守業務の実務経験を５年以上有す 

 ること。                                                             

 

   5. 業務条件 

      (1) 実施時間帯は原則，次のとおりとする。なお，実施日は施設管理担当者と協議する。  

         平日（月～金曜日（祝祭日を除く））：8時30分～17時15分                      

         ただし，給水施設の運用上やむを得ない場合はこの限りではない。                  

 

      注：本仕様書において休日とは土曜日，日曜日，国民の祝日に関する法律に規定する休日を 

      総称したものをいう。                               
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   6. 業務担当者 

   (1) 業務担当者が勤務中の過失により本学の財産に損害を与えたときは，直ちに施設管理担 

      当者に申し出て受注者の負担で原状に復すること。但し，天災等，業務担当者，受注者の 

     責に因らない不可抗力の原因により本学の財産に損害を与えたときは発注者，受注者で協

     議をして決定する。                                

   (2) 受注者は，業務担当者を定める際，経歴書と取得免許の証明を提出し,発注者の承諾を  

    得るものとする。                                  

   (3) 業務担当者は，業務中は受注者が発行する身分証明書を常に携帯するものとする。   

   (4) 発注者が業務履行上不適当と認めた時は，受注者と協議の上，業務担当者の変更を求め 

    ることができる。                                 

   (5) 受注者は，業務担当者を変更しようとするときは，事前に発注者に届け出て承諾を得る 

    ものとする。                                   

   (6) 受注者は，業務担当者に安全教育を徹底し，常に服装，勤務態度，風紀，衛生等につい 

    て万全の管理を行う。                               

 

   7. 別契約の業務等 

      業務の実施にあたっては，下記業務の業務責任者と調整を図り円滑に業務を実施する。  

       ・名古屋大学施設管理保全・警備業務                        

       ・その他発注者が指定する事業                           

 

   8. 行事等への立会い  

                                                

                                              

 

   9. 施設管理担当者の立会い 

                                                

 

  10. 廃棄物の処理 

       関係法令に従い構外搬出処分とする。                        

 

  11. 居室等の利用 

                                                

 

  12. 共用施設の利用 

       当該業務を実施するため，次の共用施設を利用することができる。             

       ・各施設の便所，エレベータ，食堂，売店                      

 

  13. 駐車場の利用 

     当該業務を実施するため，各団地内に指定された駐車場を利用することができる。    

     入構に関する費用は受注者の負担とする。                      

 

  14. 点検の省略 

                                                
 
  15. 緊急時対応 

       緊急時には，直ちに施設管理担当者へ連絡の上、迅速な対応を行うこと。        

       緊急連絡体制表を事前に提出し，変更があった場合は遅滞なく差し替えること。     
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  16. 省エネルギー協力 
       本学は地下水浄化サービス事業のプラントを利用しており学内の給水は全て井戸水を利用

して供給しているため，供給に支障がないように本業務を行うこと。          
                                          

                                             
 
  17. 業務改善・修繕提案 
       受注者は，本業務内の項目について，改善・修繕の提案を書面にて行うものとする。   

                                                
 
  18. 秘密保持義務 
    受注者はこの契約に関連して知り得た情報を，善良なる管理者の注意義務をもって秘密に 
   管理し，第三者に開示・漏洩しないものとする。なお，契約期間終了後も同様とする。   
 
  19. 業務期間中の保険 
    受注者は，業務期間中，次の要件を満たす保険に加入しなければならない。       
    保険証券の写しを発注者へ提出すること。                      
     (1)施設賠償責任保険 
      ・保険契約者        ：受注者 
      ・保険期間          ：業務開始時から業務期間終了時まで 
      ・補償する損害     ：本件施設の所有，使用もしくは管理および本件施設内で 
                  の業務遂行に伴う法律上の損害賠償責任を負担すること 
                  によって被る損害 
      ・その他        ：大学を追加被保険者とすること 
                   交叉責任担保追加特約を付帯すること 
      (2)業務を対象とした第三者賠償責任保険 
      ・保険契約者         ：受注者 
      ・保険期間           ：業務開始時から業務期間終了時まで 
      ・補償する損害     ：業務に起因して第三者の身体障害及び財物損害が発生した 
                                    ことによる法律上の損害賠償責任を負担することによって 
                                    被る損害 
 
  20. その他 
   (1) 受注者は安全衛生管理体制を確立し，業務責任者等の業務履行に当たり適用を受ける関 
     係諸法令を遵守し，安全且つ善良な業務遂行を図るものとする。また，安全確保に十分配 
       慮すること。                                   
      (2) その他，本仕様書に定めのない事項が発生した場合は，その都度発注者，受注者で協議 
       して決定するものとする。                             

      (3) 業務時に機械室等に設置されている石綿を含有している可能性のある保温材や耐火被覆 

       材が劣化、損傷等によりばく露のおそれがある場合は速やかに報告すること。      
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2 章.特記仕様書 

 

Ⅰ．業務内容等 

 

 別紙-1 及び別紙-2 のとおり。 
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車庫

備 飼育室

設

第
一
文
化
サ
ー
ク
ル
棟

水
給

家畜飼育室
動物飼育室

工学部９号館
東棟
工学部９号館

原子核第一特別実験棟

槽 食 堂水 農学部５号館

受 第１理科系
農学部講義棟

センター
食 堂槽水 共同研究

農学部管理棟

受 　　第２理科系
先端技術 工学部８号館

実験棟 ｸﾞﾘｰﾝｻﾛﾝ東山顕微地盤工学
書類倉庫

機械室
鏡 収納室室超駐車場

高圧電 木工子
水文実験室

室子
作物資材室

工学部８号館
鏡電装置室 ガラス温室

微圧
高温発生

遊水池
顕高 理学部超高圧

農学部西研究棟

超

農学部東研究棟

卓球室
エネルギーセンター

駐車場
本部別館

肥料資材室

保存棟
プレハブ実験棟

木工作業所植物ﾁｬﾝﾊﾞｰ室
駐車場

EV棟
2

給水施設（本業務位置）

(A3: N.S　，1/200)(A3) 
(A1) 

図面番号図面

名称 特記仕様・案内図・配置図・機器表・給水施設平面図

(A1: N.S　，1/100)

WF
2

除鉄・除マンガン 型式  電動弁操作による自動洗浄型（リークレス機能付）　自動追従機能運転付

処理水量  50.0ｍ3/h　　寸法  φ2,600×2,400H×9t

ろ過塔材質  鋼板製内面ＦＲＰライニング

配管材質  ポリエチレンコート鋼管

１台 水位センサ(LS1・2)×2付属

処理水積算計×1付属

水位計3P(LC13・23)×2付属

水位計5P(LC11・13・21・22)×4付属

ろ過流量計×3付属

逆洗流量計×1付属

1
WF

除鉄・除マンガン 型式  電動弁操作による自動洗浄型（リークレス機能付）　自動追従機能運転付

処理水量  50.0ｍ3/h　　寸法  φ2,600×2,400H×9t

ろ過塔材質  鋼板製内面ＦＲＰライニング

配管材質  ポリエチレンコート鋼管

１台 水位センサ(LS1・2)×2付属

処理水積算計×1付属

水位計3P(LC13・23)×2付属

水位計5P(LC11・13・21・22)×4付属

ろ過流量計×3付属

逆洗流量計×1付属

WF
3

除鉄・除マンガン 型式  電動弁操作による自動洗浄型（リークレス機能付）　自動追従機能運転付

処理水量  50.0ｍ3/h　　寸法  φ2,600×2,400H×9t

ろ過塔材質  鋼板製内面ＦＲＰライニング

配管材質  ポリエチレンコート鋼管

１台 水位センサ(LS1・2)×2付属

処理水積算計×1付属

水位計3P(LC13・23)×2付属

水位計5P(LC11・13・21・22)×4付属

ろ過流量計×3付属

逆洗流量計×1付属

機　　　器　　　仕　　　様　　　表　　（既　　設）

　１号 ろ過装置

　２号 ろ過装置

　３号 ろ過装置

ろ材  フィルブラックＡＳ－２，デアイロンＡ－１

ろ材  フィルブラックＡＳ－２，デアイロンＡ－１

ろ材  フィルブラックＡＳ－２，デアイロンＡ－１

業務名

メーカー型式：AMS-260240-150A

メーカー型式：AMS-260240-150A

メーカー型式：AMS-260240-150A

M - 01

東海国立大学機構　施設統括部

名古屋大学(東山)給水施設１号ろ過装置ろ材交換業務

令和6年度

別紙-１

SUSφ250

SUSφ150
SUSφ100
SUSφ100
SUSφ100
SUSφ100

SUSφ200

SUSφ300

SUSφ200

VPφ100 VPφ100

23,000

8
,
0
0
0

電気室

受水槽

給水施設棟

6
5
（

架
空

）

6
5
（

架
空

）

2
0
0
（

架
空

）

2
0
0
（

架
空

）

2
0
0
（

架
空

）

2
0
0
（

架
空

）

HIVPφ150

SUSφ100

S
U
S
φ

2
5
0

S
U
S
φ

3
0
0

V
P
φ

2
0
0

H
I
V
P
φ

1
5
0

S
U
S
φ

1
0
0

HIVPφ150

SUSφ100

SUSφ100

H
I
V
P
φ

1
5
0

V
P
φ

2
0
0

S
U
S
φ

1
5
0

ネ
ッ

ト
フ

ェ
ン

ス
（

H
1
5
0
0
）

S
U
S
φ

1
0
0

SUS

SUS

SUS

井戸配管

下水取付桝

量水器Ｍ

PE

PE

PE

HIVP

VP

耐衝撃硬質塩化ビニル管

水槽排水管

オーバーフロー管

逆洗排水排水管

JIS K 6741硬質塩化ビニル管

既設配管撤去

電極棒

ギア式　65A～

～50A

BTV

GV

耐食アルミ製、名古屋大学仕様

緊急遮断弁

逆止弁

バタフライ弁

仕切弁

埋設表示プレート

既設配管残置(廃管)

配管架台

コア抜き及び補修
▲

JIS G 3448

JWWA K 144

一般配管用ステンレス鋼鋼管（埋設部以外）

水道用ポリエチレン管（埋設部）

JIS K 6741

規格番号

JIS G 3448

JWWA K 144

JIS G 3448

JWWA K 144

一般配管用ステンレス鋼鋼管（埋設部以外）

水道用ポリエチレン管（埋設部）

一般配管用ステンレス鋼鋼管（埋設部以外）
水道用ポリエチレン管（埋設部）

井水給水管

市水給水管

記号適用規　格　名　称名　　称記　　号

特　　　記　　　仕　　　様　　　書

１．業務の種類・規模等

　この業務の請負者は、この特記仕様書及び図面２枚、東海国立大学機構発注工事

請負等契約取扱要項別記第４号の東海国立大学機構役務請負契約基準に準じ、保全

２．総　　則

完成図：2部、機器完成図：2部、各種試験成績表：2部

完了後提出する完成図等の種類及び提出部数は下記による。

業務写真（ｻｰﾋﾞｽ判ｶﾗｰ）：1部（A4ﾌｧｲﾙ）（ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾃﾞｰﾀ含む）

３．完成図等

発生材は関係法令に従い構外搬出処分とする。　４．発生材の処理等

※業務写真は、文部科学省が定めた「工事写真撮影要領」により撮影する。　

業務特記仕様書、建築保全業務共通仕様書（令和５年版）、文教施設保全業務標準

　　　・集水ストレーナー　　　一式　

　　　・その他、マンホールパッキン・ボルトナット等

　こと。

(1)ろ材等交換

　　　・炭素系ろ材　　　　　　数量：1,590リットル

　　　・除鉄除マンガンろ材　　数量：6,360リットル

　　　・支持珪石　一式　　　　数量：3,360リットル

　既設ろ材等について適切に廃棄および処分し、以下のろ材/消耗部品類に交換する

５．業務概要

ろ材等交換、ろ過装置・配管洗浄、ポンプ分解洗浄、逆洗制御調整，試運転調整

　　①１号ろ過装置（全量交換）

②ろ過装置内部洗浄

内部を洗浄し、内部ＦＲＰライニング・配管等の状況を確認して報告する

(4)試運転調整

　以下の調整等適切に行うこと。詳細は監督職員の指示のとおりとする。

　　・ろ過/逆洗各工程の流量調整

　　・残留塩素濃度の調整と安定確認

　　・薬注ポンプ調整

　　・自動運転、タイマー設定確認

　　・水質確認（残留塩素，鉄，マンガン，アルミ，濁度，色度）

(2)井水配管洗浄、各ろ過ポンプ分解洗浄

(3)逆洗制御調整

既存逆洗制御の動作確認(自動運転、タイマー設定等)・調整を実施すること。

遠隔監視データ検証に基づく逆洗サイクルの調整を実施すること。

②各ろ過ポンプを分解洗浄すること。

こと。

①原水槽から各ろ過装置までの配管について、内部を高圧洗浄すること。

仕様書（令和5年版）及び工事写真撮影要領等適用を受ける関連法令に基づき業務

を実施する。

2
WF

･･･対象ろ過装置

3
WF

1
WF

ろ材交換



(A3) 
(A1) 

図面番号図面

名称 給水施設フロー図・ろ過装置機器図

(A1: N.S　，1/40)
(A3: N.S　，1/80)

業務名

M - 02

東海国立大学機構　施設統括部

名古屋大学(東山)給水施設１号ろ過装置ろ材交換業務

令和6年度

別紙-２

1

ろ過ポンプ NO1

口径  80A×65A

吐出容量　834L/min×20mH

FWP

型式　片吸込渦巻型（4P）(SUS製) 3 200 5.5 1ポンプ 標準付属品一式付属

防振架台付属

ろ過流量計付属

給水設備棟

屋外

φ V kW

相 電圧 出力

電気容量(参考)

機　　器　　仕　　様　　表　(既　設)

記号 種別 設置場所 数量 備　　考仕　　　　　様名　　称

2

ろ過ポンプ NO2

口径  80A×65A

吐出容量　834L/min×20mH

FWP

型式　片吸込渦巻型（4P）(SUS製) 3 200 5.5 1ポンプ 標準付属品一式付属

防振架台付属

ろ過流量計付属

給水設備棟

屋外

3
FWP

ろ過ポンプ NO3

口径  80A×65A

吐出容量　834L/min×20mH

型式　片吸込渦巻型（4P）(SUS製) 3 200 5.5 1ポンプ 標準付属品一式付属

防振架台付属

ろ過流量計付属

給水設備棟

屋外

給水施設フロー図　NO SCALE

φ2600

9t（
3
3
1
0
）

1
6
6
7

741 1017

（2750）
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4
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1
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0
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0
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9
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8
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ろ過装置機器図　　1/40

ポンプ分解洗浄

　Ｎｏ．１ 　Ｎｏ．２ 　Ｎｏ．４

井戸ポンプ盤 井戸ポンプ盤 井戸ポンプ盤

（既設） （既設） （既設）

 Ｎｏ．１  Ｎｏ．２  Ｎｏ．４

井戸ポンプ 井戸ポンプ 井戸ポンプ

（既設） （既設） （既設）

（予備）

（既設）

緊急遮断弁

（既設） 　　利用点へ
緊急遮断弁 （東側・膜ろ過）

（既設）

Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ緊急遮断弁

２００２００ ２００ ２００ ２００

　Ｎｏ．５ 　Ｎｏ．３

井戸ポンプ盤 井戸ポンプ盤

（既設） （既設）

ＦＷＰ－１ ＦＷＰ－２ ＦＷＰ－３ ＢＷＰ－１ ＢＷＰ－２ 給水ポンプ ＷＴ－１緊急 ＷＴ－１井水槽 ＷＴ－３井水槽
３ ３ろ過ポンプ ろ過ポンプ ろ過ポンプ 逆洗ポンプ 逆洗ポンプ  ユニット 遮断弁制御盤  （３８０ｍ ）  （２６０ｍ ）

（既設） （既設）（新設）各８３４Ｌ／ｍｉｎ ×２０ｍ×５．５ｋＷ 各２２１２Ｌ／ｍｉｎ×１８ｍ×１１ｋＷ

（自動交互運転） ＷＴ－１緊急 ＷＴ－３緊急

遮断弁制御盤 遮断弁制御盤

（既設） （既設）

 Ｎｏ．５  Ｎｏ．３

井戸ポンプ 井戸ポンプ

（既設） （既設）

　　６０Ｈｚ×４１．０ｋＶＡ

Ｎｏ．１～５井戸ポンプ運転指令（無電圧ａ接点）×５式

１００

ａ ｅ１５注入弁装置

５０ ５０ １５保守低減注入弁装置

１ＬＳ ＬＳａ ｂ ｃ ｅ ｆ ｇ １００ ＰＳ ＰＧＰＩ１ ４
３（５０．０ｍ ／ｈ） Ｍ Ｍローリー受入 ローリー受入

２
ＰＧ ＰＩ ５３注入ポンプ×２ 注入ポンプ×２ＬＧ ＬＧ

Ｍ Ｍ
　（将来用） 　（将来用） １５０１５０

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
１００ろ過塔

３注入ポンプ×８ 注入ポンプ×８ ２防液堤 防液堤 防液堤 防液堤 （５０．０ｍ ／ｈ）　薬品タンク 　薬品タンク
Ｍ

１００（２０００Ｌ） （２０００Ｌ）

１００
２０ＮＵ ＮＵ

ＷＦ
Ａ１５ １  ２ ろ過装置 １ ４０，２５

 将来用

２０

Ｍ １５
排水

ｂ ｆ 水位計制御要領１５注入弁装置

Ｒ

１５保守低減注入弁装置
ＬＣ１１・２１ 原水槽 ＬＣ１２・２２ 原水槽西地区 ＦＳ

３ １ ５Ｐ ５Ｐ６３．０ｍ ／ｈ １００ ＣＬＰＳ ＰＧＰＩ１ ４
３（５０．０ｍ ／ｈ） Ｍ Ｍ  １１００ 満水 井戸ポンプＯＦＦ

３４０．０ｍ ／ｈ
Ｎｏ．２井戸ポンプＯＮ２

ＰＧ ＰＩ ５３ Ｎｏ．３井戸ポンプＯＮ
Ｍ Ｍ

１００１５０１５０
Ｎｏ．４井戸ポンプＯＮろ過ポンプ３（５０．０ｍ ／ｈ）

空転解除ろ過塔
ろ過ポンプ２

Ｍ 空転防止１００ １００
３ 減水（５０．０ｍ ／ｈ）

コモン コモン

池へ
ＷＦ

 ２ ４０，２５
ＬＣ１３・２３ 原水槽 ＬＳ１・２ ＷＴ－１井水槽

３Ｐ

排水 Ｍ
満水ｃ ｇ１５注入弁装置

１５０処理水積算計
１５保守低減注入弁装置 ろ過ＯＦＦ

ろ過１台ＯＮ
１ Ｎｏ．５井戸ポンプＯＮ

１００ ＰＳ ＰＧ ろ過２台ＯＮＰＩ１ ４
３ Ｎｏ．１井戸ポンプＯＮ（５０．０ｍ ／ｈ） Ｍ Ｍ

１００ ろ過３台ＯＮ

２
ＰＧ 逆洗ポンプＰＩ ５３

コモンＭ Ｍ 空転解除
１５０１５０

逆洗ポンプ

空転防止ろ過塔 １５０
２ ３ 減水（Ｍａｘ：１５０．０ｍ ／ｈ）
Ｍ

１００ コモン

東地区 ３（３４．０ｍ ／ｈ）

ＷＦ ２００ ２００３（２５．０ｍ ／ｈ） １５０ ３ ４０，２５
３（１３２．７ｍ ／ｈ）

Ｓ

Ｓ Ｆ
Ｍ

Ｆ
Ｍ

排水

１５０逆洗流量計 １０水位センサ １０水位センサ

１００ろ過流量計

利用点へ

（西側）
水位計 水位計

ＬＳ ＬＳ

１ ２
ＬＣ ＬＣ ＬＣ ＬＣ ＬＣ ＬＣ Ｎｏ．１ Ｎｏ．２

１５０ １５０ Ｎｏ．１ Ｎｏ．２１１ １２ １３ ２１ ２２ ２３
１５ １５ろ過装置×１５Ｐ ５Ｐ ３Ｐ ５Ｐ ５Ｐ ３Ｐ

 （将来用）

ＰＧ ＰＧ

ＰＧ ＰＧ ＰＧ

～
ＥＰ－１へ

Ｎｏ．１ Ｎｏ．２

Ａ
ろ過ポンプ×１２５０ ２５０ Ｍ Ｍ

　（将来用）
（新設） （新設）

２５０ ２５０３００２００ ２００１２５ １２５ １２５ １２５ 緊急遮断弁 緊急遮断弁２５０

注１）

原水槽
３排水 排水 排水 排水 排水 排水（１５０ｍ ）

凡　例

洗浄排水（ろ過装置１基あたり） １５０
３　　ＭＡＸ 排水 記　号 名　　　称洗浄流量： １３２．７ｍ ／ｈ

３洗浄排水量： ３９．１ｍ ／回 手動弁

逆止弁注１）ろ過ポンプ及びろ過装置は、

　　　井水槽水位に応じて最大３台運転となります。 防振継手

遠隔通信

電源ＡＣ２００Ｖ×３φ

一括故障警報（無電圧ａ接点）×１式

ＦＷＰ－１～３ろ過ポンプ運転中信号（無電圧ａ接点）×３式

ＢＷＰ－１，２逆洗ポンプ運転中信号（無電圧ａ接点）×２式

ＦＷＰ－１～３ろ過ポンプ故障信号（無電圧ａ接点）×３式

ＢＷＰ－１，２逆洗ポンプ故障信号（無電圧ａ接点）×２式

ＮＵ－１酸化剤タンク減液信号（無電圧ａ接点）×１式

ＮＵ－２凝集剤タンク減液信号（無電圧ａ接点）×１式

３
処理水流量パルス信号（１ｍ／Ｐ）×１式

Ｎｏ．１井水槽水位信号（ＤＣ４～２０ｍＡ）×１式

Ｎｏ．２井水槽水位信号（ＤＣ４～２０ｍＡ）×１式

ＷＴ－１緊急遮断弁作動信号×１式
ＷＴ－１緊急遮断弁制御盤より

（無電圧ａ接点）

ＥＰ

 １

逆洗制御調整

･･･洗浄系統(ポンプ分解洗浄)
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